
松 浦 市 訓 第 ２ 号 

平成２４年４月１日 

 

中間前金払事務取扱要領 

 

（趣旨） 

第１条 この要領は、松浦市財務規則第６２条第５項に定める建設工事にお

ける中間前金払について、必要な事項を定めるものとする。 

（要件） 

第２条 中間前金払の対象となる工事については、次の全ての要件を満たす

ものとする。 

（１） その１件の請負代金額が１０００万円以上であること。 

（２） 既に前払金を支出していること。 

（３） 工期の２分の１を経過していること。 

（４） 工程表により工期の２分の１を経過するまでに実施すべきものとさ

れている当該工事に係る作業が行われていること。 

（５） 既に行われた当該工事に係る作業に要する経費が請負代金額の２分

の１以上の額に相当するものであること。 

（対象経費の範囲） 

第３条 中間前金払の対象となる経費の範囲は、当該工事の材料費、労務費、

機械器具の賃借料、機械購入費（当該工事において償却される割合に相当

する額に限る。）、動力費、支払運賃、修繕費、仮設費、労働者災害補償

保険料及び保証料に相当する額として必要な経費とする。 

（割合等） 

第４条 中間前金払の割合は、請負代金額の１０分の２以内とし、中間前金

払を支出した後の前払金の合計額が請負代金額の１０分の６を超えてはな

らないものとする。 

（中間前金払と部分払との選択） 

第５条 中間前金払と部分払の選択は、契約締結時に中間前金払と部分払の

選択届出書（様式第１号）により受注者にさせるものとする。 

（認定） 

第６条 中間前金払の認定については、認定を受けようとする受注者から、

認定請求書（様式第２号）及び工事履行報告書（様式第３号）を契約担当

課へ提出させるものとする。契約担当課は、認定請求書及び工事履行報告

書の提出があったときは、工事担当課に送付し、工事担当課は、第２条の

要件を満たしているかについて調査を行い、認定請求を受けた日から７日

以内に認定の可否を決定し、受注者に中間前金払認定通知書（様式第４号）

を交付するものとする。 



（認定の方法） 

第７条 第３条第４号の認定は、工程表により行うことができるものとし、

同条第５号の認定は、工事履行報告書により、出来高が概ね５０パーセン

ト以上あるかどうかを確認するものとする。 

（中間前金払をした工事について既済部分払ができることの特例） 

第８条 中間前金払をした工事が、請負金額の３分の２以上に相当する工事

出来高（標準請負契約書第３８条第１項の請負代金相当額をいう。以下同

じ。）がある場合において、市の都合又は天候の不良等受注者の責に帰す

ることができない事由その他正当な事由により、当該工事が年度内に完成

することができず繰越が予想されるものについては、次の式により算定し

て得た額を既済部分払として行うことができることとする。 

   既済部分払額＝工事出来高金額×（９／１０－前金払額／請負額） 

          －中間前金払額 

２ 前項の既済部分払を行うか否かについては。受注者と協議の上決定する

ことし、既済部分払を行う場合にあっては、協議書（様式第５号）により

行うこととする。なお、協議の検討結果については、回答書（様式第６号）

により受注者に通知するものとする。 

（請求及び支払） 

第９条 受注者から中間前金払についての請求を受ける場合は、工期末を保

証期限とする保証事業会社の保証証書を請求書と併せて提出させるものと

する。また、支払は請求を受けた日から２０日以内に行うものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



様式第１号（第５条関係）  

 

中間前金払・部分払選択届出書  

 

年  月  日  

 

松浦市長     様  

             （受注者）住 所  

                  商号又は名称  

                  氏 名          印  

 

 

             中間前金払  

 下記の工事については、        を選択します。  

             部 分 払  

 

 

記 

 

工 事 名   

工 事 場 所   

工 期  

  着 工      年   月   日  

  完 成      年   月   日  

請 負 代 金 額   

 

 

（注）契約締結までに提出してください。  

 

 

 

 

 



様式第２号（第６条関係） 

 

認  定  請  求  書 

 

 

工 事 名                                 

工 事 場 所  松浦市      町      免                

工 期     年  月  日から    年  月  日まで 

請負代金額                                  

 

  上記工事について、中間前払金にかかる認定を請求します。 

 

      年   月   日  

 

 

             （受注者）住 所  

                                    商号又は名称               

                  氏 名           印 

 

 

 

   松浦市長  様  

 

 

 

 

 



様式第３号（第６条関係）

年 月 日

年 月 日 ）
工事名

工　期 年 月 年 月

構成率 進捗率 出来高率
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 ％ ％ ％

予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施
予定
実施

計 100% ＞50％

（注）
　１　契約時に提出した工程表等に基づき作成し、工種等及び工程表の欄は、適宜増減すること。
　２　工種別の分類項目及び工種別構成率は、監督員との協議による。
　３　中間前金払請求時の進捗率の記入に当たっては、事前に監督員と協議すること。 総括監督員 監督員

　４　内容を確認後は、「１ 認定」又は「２ 不認定」のいずれかに○をつけ、不認定の場合は
　　その理由を記入し、確認欄に押印すること。

確認欄
１　認定 ２　不認定

不認定の場合の理由

（工期が２分の１を経過した日：

報告日：

受　注　者 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

工　　種　　等 備　考

　　　　日から 日まで

工工工工　　　　事事事事　　　　履履履履　　　　行行行行　　　　報報報報　　　　告告告告　　　　書書書書　（中間前金払用）

工　　　　　　　　程　　　　　　　　等



様式第４号（第６条関係） 

 

中 間 前 金 払 認 定 通 知 書 

 

受 注 者 名                              

工 事 名                              

工 事 場 所  松浦市     町     免             

工 期      年  月  日から    年  月  日まで 

契 約 金 額                              

確 認 者 名                              

摘 要                                                                             

 

   上記の工事についてその進捗を調査したところ、中間前金払をする  

ことができる要件を具備していることを認定する。  

 

 

      年   月   日                                        

 

 

 

 

                  松浦市長       印  

 

 

 



様式第５号（第８条関係） 

 

協  議  書  

 

  年  月  日  

 

松浦市長 様  

 

              （受注者）住所  

                   氏名           印  

 

 

 

「中間前金払をした工事について既済部分払ができることの特例」  

 に係る協議について  

 

 

   年  月  日付けをもって請負契約を締結した下記工事については、

松浦県建設工事標準請負契約書第３７条の規定に基づき、中間前払金を請求

し、受領済であるが、併せて既済部分払を請求いたしたく、協議します。  

 

記 

 

 

１ 工 事 名                 

２ 工 期    年  月  日から   年  月  日まで  

３ 前払金受領済額    ￥  

４ 中間前払金受領済額  ￥  

 

 

備考 本協議書と併せて、既済部分検査申込書及びその添付書類を提出

すること。  



様式第６号（第８条関係）  

 

回  答  書  

 

  年  月  日  

 

          様  

 

                  松浦市長        印  

 

 

  「中間前金払をした工事について既済部分払ができることの特例」  

 に係る協議について（回答）  

 

 

 

    年  月  日付けで貴殿から協議のあった標記については、検討

の結果、下記のとおり既済部分払金額を算定したので通知します。  

 なお、異議がなければ、部分払請求書に記名押印のうえ提出願います。  

 

 

記 

 

 

１ 工  事  名  

 

２ 既済部分払金額  ￥  

 

 

備考  

１ 算定方式  

   既済部分払金額＝工事出来高金額×（９／１０－前払金額／請負額） 

 －中間前払金額  

２ 本回答書と併せて、既済部分検査結果通知書を通知する。  
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